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　愛知県議会12月定例会は2日から19日まで

開かれ、今年度一般会計から1億1636万円

を減額する一方、人事委員会勧告に沿って

知事、議員など特別職報酬や県職員の給与

改定分を増額する188億余円の補正予算案

など53議案を審議、可決しました。減額は、

土壌汚染が判明したことに伴う知多総合庁

舎の新庁舎建設繰り延べに伴うもの。また

豊山町に整備する基幹的広域防災拠点の

第1期分として消防学校の建設・維持管理に

163億余円、名古屋・栄の「愛知芸術文化

センター」の活性化を目指して運営権を民間

事業者に譲渡することに伴う226億円の債務

負担行為を認めました。請願は、私学助成の

充実にかかわる4件が採択され、「刑事訴訟

法の再審規定の改正について」「悪質・危険

な運転行為による死傷事犯の根絶について」

など6件の意見書が採択されました。再審に

ついての意見書はあいち民主県議団から

提案したもので、袴田さんのような冤罪被害が

早期に救済されるよう、①検察のもつ証拠

開示②再審決定後の検察の不服申し立て

制限などの刑事訴訟法改正を国に求める

ものです（4面に関連記事）。

再審法改正へ意見書採択
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30年目の企業団体献金禁止

狭山事件も
再審開始を

え
ん
罪
被
害
救
済
早
く

　
総
選
挙
で
の
与
党
敗
北
を
受
け
て
、「
政
治
と
カ
ネ
」
を
巡
る
国
会
論
戦

が
熱
を
帯
び
て
い
る
が
、い
よ
い
よ
焦
点
は
、
再
び
「
企
業
団
体
献
金
の

禁
止
」
に
絞
ら
れ
て
き
た
。

　
ち
ょ
う
ど
30
年
前
の
1
9
9
3
年
夏
、宮
沢
自
民
党
が
総
選
挙
で
大
敗

し
、「
政
治
改
革
」
を
掲
げ
る
細
川
連
立
政
権
が
誕
生
し
た
。
そ
の
焦
点

は
、衆
議
院
の
中
選
挙
区
制
に
代
わ
る
選
挙
制
度
改
革
と
、政
治
腐
敗
の

元
凶
と
見
ら
れ
て
い
た
企
業
団
体
献
金
を
禁
止
す
る
政
治
資
金
規
正
法

改
正
。こ
の
企
業
団
体
献
金
を
廃
止
す
る
代
わ
り
に
導
入
さ
れ
た
の
が
、約

3
2
0
億
円
の
政
党
助
成
金
で
あ
っ
た
こ
と
は
、天
下
周
知
の
事
実
だ
っ
た
。

　
そ
れ
を
、当
時
は
自
民
を
離
党
し
て
細
川
政
権
側
に
い
た
は
ず
の
石
破

首
相
は
「
公
的
助
成
を
入
れ
る
か
ら
企
業
団
体
献
金
廃
止
だ
と
い

う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
っ
た
な
ど
と
、私
は
ま
っ
た
く
記
憶
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」

な
ど
と
白
々
し
く
国
会
で
答
弁
し
、企
業
団
体
献
金
を
固
守
す
る
姿
勢
に

転
じ
て
い
る
。

　
当
事
者
の
自
民
党
総
裁
だ
っ
た
河
野
洋
平
氏
は
、「
5
年
後
見
直

し
と
い
う
条
件
で
、企
業
献
金
を
廃
止
す
る
こ
と
で
合
意
で
き
た
。
公
費
助

成
が
実
現
で
き
た
ら
、企
業
献
金
は
廃
止
し
な
き
ゃ
絶
対
に
お
か
し
い
」

（
衆
議
院
事
務
局
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
）
と
証
言
し
て
い
る
。
こ
う

な
っ
た
ら
、こ
の
河
野
氏
を
参
考
人
と
し
て
国
会
に
招
致
し
て
証
言
し

て
も
ら
う
し
か
あ
る
ま
い
。

　
私
自
身
、
細
川
連
立
政
権
の
与
党
第
1
党
だ
っ
た

社
会
党
の
職
員
と
し
て
赤
松
広
隆
書
記
長
の
側
近
を

務
め
て
い
て
、
国
会
の
駆
け
引
き
を
固
唾
を
呑
ん
で

見
守
っ
て
い
た
記
憶
が
未
だ
に
生
々
し
い
。こ
の
テ
ー
マ

こ
そ
、通
常
国
会
で
徹
底
的
に
議
論
し
、参
議
院
選
挙

で
国
民
に
問
い
、
30
年
目
の
決
着
を
は
っ
き
り
つ
け
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
。

　1963年に埼玉県狭山市で起きた

女子高生誘拐殺人事件。警察の差別的な見込み捜査に

よって別件逮捕された被差別部落の石川一雄（当時24

歳）さんは、脅迫と甘言によって嘘の自白をしてしまい、

浦和地裁で死刑判決が下る。しかし有罪の決め手と

された万年筆の発見過程や脅迫状の筆跡などを巡り、

重大な疑惑が次々と明らかとなり、石川さんの無実の

訴えが多くの共感を呼ぶようになる。1974年に無期懲

役判決が下された東京高裁前の日比谷公園には10万

人を超える市民が集まり抗議の声を上げた。最高裁の

上告棄却後、3次にわたる再審請求を行なうもいまだ

再審は開かれていない。弁護団によって多くの新証拠や

鑑定書が提出され、鎌田慧さん、落合恵子さん、古今亭

菊千代さん、佐高信さんらが事実調べを求める51万筆

の署名を東京高裁に提出したが、事実調べは一度も

行われていない。仮出獄した石川さんはすでに85歳と

なり、再審の開始を待ちわびている。
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愛
知
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
勉
強
会

　
2
0
2
4
年
9
月
元
死
刑
囚
・
袴
田

巌
さ
ん
は
、
再
審
裁
判
に
よ
る
無
罪
判

決
が
確
定
し
、免
田
事
件
、財
田
川
事
件
、

松
山
事
件
、島
田
事
件
に
続
く
戦
後
5

例
目
の
死
刑
再
審
無
罪
事
件
と
な
っ
た
。

発
生
以
来
58
年
、
最
初
の
再
審
請
求
か

ら
43
年
、
再
審
開
始
か
ら
10
年
。
な
ぜ

無
実
の
人
に
死
刑
判
決
が
下
さ
れ
、そ

の
冤
罪
（
え
ん
ざ
い
）を
晴
ら
す
再
審
裁

判
に
こ
ん
な
に
も
長
い
年
月
が
か
か
る

の
か
。
全
国
で
日
本
の
刑
事
訴
訟
法
に

お
け
る
再
審
制
度
の
改
正
を
求
め
る
声

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
袴
田
事
件
判
決
で
衝
撃
的
だ
っ
た
の

は
、「
虚
偽
の
自
白
」
に
加
え
て
有
罪
の

物
証
と
さ
れ
た
「
5
点
の
衣
類
」
も
捜

査
機
関
に
よ
る
捏
造
（
ね
つ
ぞ
う
）と
認

定
し
た
こ
と
だ
。
刑
事
裁
判
に
お
け
る

有
罪
率
が
9
9.
9
％
と
い
わ
れ
る
日
本

で
は
、
検
察
の
権
限
が
非
常
に
強
い
。

裁
判
で
必
ず
有
罪
に
持
ち
込
め
る
よ
う

嘘
の
自
白
を
強
要
し
た
り
、
不
利
な
証

拠
を
意
図
的
に
隠
し
た
り
、
時
に
は

証
拠
の
捏
造
す
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
。

再
審
の
開
始
が
決
定
さ
れ
て
も
、
検
察

は
「
抗
告
」
に
よ
っ
て
こ
れ
を
取
り
消
す

こ
と
す
ら
で
き
て
し
ま
う
。
し
か
も
、世

界
で
も
数
少
な
く
な
っ
た
死
刑
制
度
を

持
つ
国
と
し
て
、冤
罪
に
よ
る
死
刑
判
決

が
実
行
さ
れ
て
し

ま
っ
た
ら
、
も
は
や

取
り
返
し
が
つ
か

な
い
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

　
こ
う
し
た
現
状
を
是
正
す
る
た
め
日

弁
連
が
提
起
す
る
の
は
、①
検
察
の
持
つ

証
拠
開
示
ル
ー
ル
の
明
確
化
②
再
審
開

始
に
対
す
る
検
察
官
の
不
服
申
し
立
て

の
制
限
―
な
ど
を
内
容
と
す
る
刑
事
訴

訟
法
の
改
正
だ
。
こ
れ
を
推
進
す
る
超

党
派
の
国
会
議
員
連
盟
も
動
き
出
し
、

愛
知
県
議
会
を
含
む
17
の
道
府
県
議
会
、

3
0
0
以
上
の
市
町
村
議
会
か
ら
意

見
書
が
続
々
と
上
が
っ
て
い
る
。

　
障
が
い
・
難
病
政
策
推
進
議
連（
高
木

ひ
ろ
し
会
長
）は
12
月
18
日
、愛
知
障
害

フ
ォ
ー
ラ
ム（
A
D
F
＝
加
賀
時
男
代
表
）

の
加
盟
団
体
の
方
々
を
県
議
機
議
事
堂

に
招
き
、
手
話
通
訳
者
を
交
え
て
愛
知

県
へ
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
初
め
て
意
見

交
換
し
た
。
A
D
F
側
か
ら
は
旧
優
生

保
護
法
被
害
者
へ
の
救
済
や
、
県
立
高

校
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
未
設
置
、
公
共

施
設
使
用
料
の
障
害
者
割
引
な
ど

に
つ
い
て
具
体
的
指
摘
が
出
さ
れ
、

議
連
側
は
改
善
の
努
力
を
約
束
。
今
後

も
両
者
で
定
期
的
に
会
合
を
持
つ
こ
と

を
確
認
し
た
。

石川一雄さん 袴田    巌さん

企 業 団 体 献 金 を 求 め ず 受 け と ら な い 令和7年度
友の会募金
受付中!

〔郵便振替口座番号〕   00840-3-25162      高木ひろし友の会

高木ひろしに声援と千円を!

迎春


